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着
ち
落、
ず
が
騒、
ず
て
わ
あ

て
い

動
行

を
！

地震

死
生
が
断
判
の
瞬
一
は
で
震
地
な
き
大。
震
地
い
な
ら
か
わ
か
る
す
生
発
つ
い

わ
あ。
す
ま
り
あ
も
と
こ
る
け
分
を

て

、
に
め
た
る
す
動
行
て
い
着
ち
落、
ず

！
だ
震
地

 

…
ら
た
い
に
所
場
な
ん
こ、
き
と
の
そ

屋内 屋外

地震発生
●

保
確
を
口
出
脱

●

る
す
認
確
を
元
火

●

認
確
を
全
安
の
族
家

●

を
備
準
る
げ
逃、
き
履
を
靴

ら
が
な
し
意
注
に
震
余●

る
け
か
を
声
に
所
近

●

力
協
で
所
近
に
止
防
火
出

に
う
よ
い
な
れ
さ
わ
惑
に
マ
デ●ラ

る
め
集
を
報
情
で
ど
な
オ
ジ

●

い
な
わ
使
く
べ
る
な
は
話
電

●

い
な
わ
使
は
車
は
に
時
難
避

動
活
出
救
・
火
消●

て
し
力
協
で
所
近
隣

　

う
行
を
動
活
出
救
や
火
消

もしものために…

非常持出品を備えておきましょう
●水

●懐中電灯／ロウソク

●予備電池

●携帯電話用
　簡易電池充電器

●携帯ラジオ

●非常食
乾パンや缶詰など、
火を使わないもの。
缶切りや割り箸も忘れずに。

●貴重品
貯金通帳、健康保険証、
免許証、印鑑など。
現金は公衆電話用に10円硬貨も。

●医薬品
ばんそうこう、解熱剤、
かぜ薬など。
常備薬も忘れずに。

●生活用品
下着、靴下、ティッシュ、
生理用品、ライターなど。

家族構成に合った準備を！
非常持出品は家族構成に応じて、必要な
ものを準備しておくことが大切です。
●乳幼児がいる家庭
　粉ミルク、ほ乳びん、離乳食、おむつ、　
洗浄綿など

●要介護者のいる家庭
　おむつ、ティッシュ、補助具の予備、障
害者手帳など

る
守
を
身
の
分
自
ず
ま
・

〕
６
２
２
線
内
　課
興
振
治
自
〔

■
住
宅
街

●
屋
根
瓦
な
ど
の
落
下
物
に
注
意
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
石
壁
、
門
柱
か
ら
離

れ
ま
し
ょ
う
。

■
繁
華
街
・
ビ
ル
街

●
ガ
ラ
ス
や
看
板
な
ど
、
落
下
物
に
気
を
つ
け
、
手
荷
物
で
頭
を
守
り
な
が

ら
広
場
に
逃
げ
ま
す
。

●
建
物
や
塀
、
電
柱
な
ど
か
ら
離
れ
、
自
動
販
売
機
の
転
倒
に
も
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

■
車
の
運
転
中

●
急
ブ
レ
ー
キ
は
事
故
の
原
因
。
徐
々
に
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、
道
路
の
左

側
に
停
車
し
て
エ
ン
ジ
ン
を
切
り
ま
し
ょ
う
。

●
揺
れ
が
お
さ
ま
る
ま
で
車
外
に
は
出
ず
、
カ
ー
ラ
ジ
オ
な
ど
で
情
報
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

●
車
を
離
れ
る
と
き
は
ド
ア
ロ
ッ
ク
を
せ
ず
、
キ
ー
は
つ
け
た
ま
ま
に
し
ま

す
。
車
検
証
な
ど
の
貴
重
品
を
忘
れ
ず
に
。

■
電
車
に
乗
車
中

●
電
車
は
揺
れ
を
感
じ
る
と
自
動
的
に
停
車
し
ま
す
。
将
棋
倒
し
や
網
棚
か

ら
の
落
下
物
に
注
意
し
、
つ
り
革
や
手
す
り
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
り
ま

し
ょ
う
。

●
座
っ
て
い
る
と
き
は
、
足
を
ふ
ん
ば
っ
て
上
体
を
前
か
が
み
に
し
ま
す
。

●
勝
手
に
降
車
せ
ず
、
乗
務
員
の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

■
ス
ー
パ
ー
・
デ
パ
ー
ト

●
商
品
の
落
下
、
ガ
ラ
ス
の
破
片
に
注
意
し
ま
す
。
柱
や
壁
際
に
身
を
寄

せ
、
衣
類
や
手
荷
物
、
カ
ゴ
な
ど
で
頭
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
あ
わ
て
て
出
口
に
殺
到
せ
ず
、
店
員
の
指
示
に
従
っ
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

■
学
校

●
先
生
や
校
内
放
送
の
指
示
に
従
い
ま
し
ょ
う
。

●
教
室
で
は
す
ぐ
に
机
の
下
に
も
ぐ
り
、
机
の
脚
を
し
っ
か
り
持
ち
ま
し
ょ
う
。

●
本
棚
や
窓
か
ら
離
れ
、
安
全
な
場
所
に
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

■
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中

●
す
べ
て
の
階
の
ボ
タ
ン
を
押
し
、
停
止
し
た
階
で
外
に
出
ま
す
。

●
万
一
、
閉
じ
込
め
ら
れ
た
場
合
は
、
非
常
ボ
タ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
で
連

絡
を
と
り
、
救
出
を
待
ち
ま
す
。

■
劇
場
・
ホ
ー
ル

●
座
席
の
間
に
う
ず
く
ま
り
、
カ
バ
ン
や
衣
類
で
落
下
物
か
ら
頭
を
守
り
ま
す
。

●
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
で
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
り
が
ち
で
す
。
係
員
の
指
示
に

従
っ
て
行
動
し
ま
し
ょ
う
。
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シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
周
辺
地
区
の

ま
ち
づ
く
り

︿
ま
ち
づ
く
り
の
構
想
﹀

◦
行
政
機
関
、
医
療
機
関
な
ど
を
中
心
と
し

た
市
街
地
の
形
成

◦
市
立
病
院
と
連
携
し
た
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
拠
点
づ
く
り

◦
観
光
資
源
を
活
か
し
た
、
魅
力
あ
る
憩
い

の
空
間
の
形
成

︿
検
討
予
定
の
基
盤
と
な
る
取
組
﹀

◦
市
、
県
、
国
の
公
有
地
を
有
効
利
用
し
、

施
設
の
統
廃
合
を
検
討

◦
市
庁
舎
の
移
転
、
地
域
包
括
ケ
ア
拠
点
の

整
備
や
、
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上

◦
地
場
産
品
の
販
売
と
、
憩
い
の
場
の
提
供

◦
高
田
千
本
桜
遊
歩
道
の
整
備

　
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
、「
歩
い
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　「
奈
良
県
と
大
和
高
田
市
と
の
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
包
括
協
定
書
」
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
ホ
ー
ム
➡
市
政
情
報
➡
施
策
・
計

画
）に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

〔
都
市
計
画
課　
内
線
６
６
９
〕

奈
良
県
と

協
働
の

ま
ち
づ
く
り

　
本
市
は
、
平
成
27
年
７
月
６
日
に
、
奈
良
県
と「
ま
ち
づ
く

り
に
関
す
る
包
括
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
地
域
の
持
続
的

な
発
展
や
、
活
性
化
を
め
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
、
連
携
・
協

力
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
内
中
心
部
を
４
地
区（
①
※
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
周
辺
地
区
、

②
近
鉄
大
和
高
田
・
Ｊ
Ｒ
高
田
駅
周
辺
地
区
、
③
近
鉄
高
田
市

駅
周
辺
地
区
、
④
常
光
寺
池
公
園
周
辺
地
区
）
に
分
け
、
さ
ら

に
周
辺
地
域
と
密
接
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
市
全
域
の
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
市
役
所
庁
舎
建
て
替
え
も
大
き
な
課
題
に
し
、
シ

ビ
ッ
ク
コ
ア
周
辺
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
そ

の
中
で
、
行
政
・
医
療
機
関
な
ど
を
中
心
と
し
た
市
街
地
の
形

成
と
、
観
光
資
源
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
空
間
の
形
成
を
め
ざ

し
ま
す
。

※
シ
ビ
ッ
ク
コ
ア
と
は
、
国
・
県
・
市
町
村
の
公
共
施
設
が
密
集
す
る
地
域
の
こ
と

位　置　図

シビックコア周辺地区構想図
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本
市
で
は
、安
全
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、「
大
和
高
田
市
自
転
車
等
の
安
全

利
用
に
関
す
る
条
例
」に
基
づ
き
、駅
周
辺
に「
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
」を
設
け
て
い
ま

す
。こ
れ
ら
の
区
域
内
に
放
置（
駐
車
）さ
れ
た
自
転
車
や
ミ
ニ
バ
イ
ク
な
ど
は
、市
が
移
動
し
、

保
管
し
て
い
ま
す
。

　
自
転
車
な
ど
を
放
置
す
る
と
、交
通
の
妨
げ
に
な
る
だ
け
で
な
く
、交
通
事
故
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
。盗
難
防
止
の
た
め
に
も
、近
く
の
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
な
ど
の
利
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、条
例
改
正
に
伴
い
、放
置
禁
止
区
域
外
の
公
共
の
場
所
に
お
い
て
も
、良
好
な
環
境

を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、自
転
車
な
ど
を
撤
去
し
ま
す
。

▽
保
管
場
所　
大
和
高
田
市
高
架
下
自
転
車
保
管
所

　
　
　
　
　
　
（
高
田
バ
イ
パ
ス
高
架
下
）　
☎
２５・０
１
０
３

▽
返
還
時
間　

�

平
日　
午
前
９
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
５
時

　
　
　
　
　
　
詳
し
く
は
、生
活
安
全
課
へ
。

▽�

持
ち
物　
自
転
車
等
引
取
通
知
書（
持
ち
主
が
確
認
で
き
た
場
合
は
、

市
役
所
か
ら
送
付
）、自
転
車
な
ど
の
カ
ギ
、印
鑑
、住
所・名
前
が
確
認

で
き
る
も
の（
免
許
証・学
生
証
な
ど
）、移
動
費
２
、０
０
０
円（
移
動
日

か
ら
１５
日
以
上
経
過
し
た
場
合
、保
管
料
１
、０
０
０
円
を
別
途
加
算
）

▽
保
管
期
間　
移
動
後
60
日
間（
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
）

「自転車等放置禁止区域」を指定しています
禁止区域には、自転車などを放置しないでください

【高架下自転車保管所】

〒

移
動
し
た
自
転
車
は
、

「
高
架
下
自
転
車
保
管
所
」で
保
管
し
て
い
ま
す

※平成28年3月31日まで、保管場所が 
　移転しています。

〔
生
活
安
全
課　
内
線
３
２
２
〕
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ペッ
ト
に
魅
力
を
感
じ
る
人
は
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、す
べ
て
の
人
が
好
感
を
持

つ
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
一
度
、ふ
ん
尿
・鳴
き
声
・放
し
飼
い
な
ど
、周
囲
に

迷
惑
を
か
け
て
い
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

飼
い
方
と

マ
ナ
ー
の
確
認
を

ペ
ッ
ト
の

飼
い
主
の

皆
さ
ん
へ

●
ふ
ん
は
、必
ず
持
ち
帰
る

　
散
歩
中
、「
後
始
末
が
面
倒
だ
か
ら
、つ
い

そ
の
ま
ま
…
」と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

ふ
ん
を
持
ち
帰
る
こ
と
は
、飼
い
主
と
し
て

の
最
低
限
の
マ
ナ
ー
で
す
。

　
「
大
和
高
田
市
ポ
イ
捨
て
の
防
止
等
に
関

す
る
条
例
」で
は
、『
何
人
も
、自
己
の
所
有

し
、又
は
管
理
す
る
犬
等
が
公
共
の
場
所
及

び
他
人
の
占
有
す
る
場
所
に
お
い
て
ふ
ん

を
排
せ
つ
し
た
と
き
は
、こ
れ
を
放
置
し
て

は
な
ら
な
い
』と
規
定
し
て
い
ま
す
。

　
散
歩
を
す
る
と
き
は
、必
ず
ビ
ニ
ー
ル
袋

な
ど
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

●
野
生
動
物
に
は
、エ
サ
を
あ
げ
な
い

　
公
園
で
き
れ
い
な
野
鳥
や
、か
わ
い
い
ネ

コ
を
見
る
と
、つ
い
エ
サ
を
与
え
た
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
せ
ん
か
。し
か
し
、エ
サ
を
与

え
る
こ
と
は
、本
当
に
野
生
動
物
の
た
め
に

な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

野
良
ネ
コ
に
エ
サ
を
与
え
た
ら
…

・
ネ
コ
に
エ
サ
を
与
え
は
じ
め
る
と
、ネ
コ

の
数
が
急
激
に
増
え
ま
す
。

・
エ
サ
を
求
め
て
人
家
周
辺
に
や
っ
て
く
る

よ
う
に
な
り
、庭
に
ふ
ん
を
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。近
所
に
も
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

・
縄
張
り
争
い
や
、病
気・
事
故
の
発
生
な

ど
で
、か
え
っ
て
不
幸
な
ネ
コ
を
増
や
し

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
エ
サ
を
与
え
る
だ
け
で
は
、ネ
コ
を
幸
せ

に
は
で
き
ま
せ
ん
。エ
サ
を
あ
げ
る
人
は
、

「
自
分
が
飼
い
主
」と
い
う
自
覚
を
持
ち
、責

任
を
も
っ
て
一
生
世
話
を
し
ま
し
ょ
う
。

ド
バ
ト（
土
鳩
）に
エ
サ
を
与
え
た
ら
…

・
生
息
数
が
増
え
ま
す
。鳩
は
、１
年
に
何

度
も
卵
を
産
み
、ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
き

ま
す
。エ
サ
の
量
が
減
る
と
、ハ
ト
は
増

え
ま
せ
ん 
。

・
干
し
て
い
る
布
団
や
洗
濯
物
、公
園
の
ベ

ン
チ
な
ど
に
ふ
ん
を
落
と
し
ま
す
。

・
ビ
ル
や
マ
ン
シ
ョ
ン
の
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど

に
巣
を
作
り
ま
す
。巣
の
周
辺
は
悪
臭
が

発
生
し
、鳴
き
声
は
近
所
の
迷
惑
に
な
り

ま
す
。

・
ド
バ
ト
の
エ
サ
に
は
、カ
ラ
ス
も
寄
っ
て

き
ま
す   

　
一
部
の
心
な
い
人
が
、ペ
ッ
ト
や
野
生
動

物
を
迷
惑
動
物
に
し
て
い
ま
す
。ま
た
、ほ

か
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
、疑
い

の
目
で
見
ら
れ
る
な
ど
、気
分
の
い
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
、正
し
い
飼
い
方
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

〔
環
境
衛
生
課　
内
線
２
８
１
〕

奈良県のＰＭ２.５情報を、メールマガジンで配信
奈良県から、微小粒子状物質(PM2.5)について、メール
マガジンによる注意喚起情報の配信を行っています。受
信を希望する人は、奈良県の環境情報サイト「エコなら｣
(http://www.eco.pref.nara.jp/index.html）、または
下記のQRコードから登録できます。

※受信登録すると、光化学スモッグの発令情報も配信さ
れます。
※すでに光化学スモッグ情報のメールマガジンに登録し
ている場合は、新規の登録は不要です。

１．発令地域：奈良県全域
２．注意喚起を行う判断の目安
・当該日の午前５時、６時、７時の１時間値の平均値が、
85μg/㎥を超えた場合は、日平均値が70μg/㎥を
超える可能性が高いと判断し、注意喚起を行います。

・当該日の午前５時～正午までの１時間値の平均値が、

80μg/㎥を超えた場合は、日平均値が70μg/㎥を
超える可能性が高いと判断し、注意喚起を行います。

３．注意喚起が行われた場合の対応
・不要不急の外出を控える。
・野外での長時間の激しい運動は、できるだけ控える。
・外出するときは、マスクを着用する。
・屋内においても、換気や窓の開閉を必要最低限にする。
・呼吸器系や循環器系疾患のある人、小児、高齢者など
は、体調に応じて、より慎重に行動する。

●微小粒子状物質（PM2.5）とは
◯大気中に浮遊している2.5μm（1μmは1mmの1千
分の1）以下の小さな粒子のことで、従来から環境基
準を定めて対策を進めてきた10μm以下の粒子であ
る浮遊粒子状物質（SPM）よりも小さな粒子です。

◯PM2.5は非常に小さいため（髪の毛の太さの1/30程
度）、肺の奥深くまで入りやすく、肺がん、呼吸系への
影響に加え、循環器系への影響が懸念されています。

〔環境衛生課　内線281〕

docomo softbank au
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支給対象者診断チャート

ＤＶ被害のある人へ

高齢者向け給付金支給までの流れ

年金生活者等支援臨時福祉給付金の申請受付
5月23日㈪から

　賃金引上げの恩恵が及びにくい低年金受給者への支援や、高齢者世帯の年金も含めた所得全体の底
上げを図る観点から、低所得の高齢者を対象に年金生活者等支援臨時福祉給付金（以下「高齢者向け給
付金」）の支給を行うものです。給付金の受給には、申請が必要です。

１．市から申請書類発送（5月23日㈪予定）
　高齢者向け給付金の対象となる可能性のある人に
申請書類を送付します。6月中旬になっても届かな
い場合は、臨時福祉給付係にお問い合わせください。
　ただし、申請書が届いた人であっても、必ず支
給対象者になるわけではありません。

２．申請書の記入と添付書類の準備
　同封のお知らせなどに従って申請書を記入し、
必要な添付書類をご用意ください。
◎添付書類　①本人確認書類（住民基本台帳カー

ド、運転免許証、健康保険証、旅券などの写しなど）
②受取口座の金融機関名、口座番号、口座名義が
分かる預金通帳か、キャッシュカードの写し

※他の書類が必要となる場合もあります（例：法
定代理人の資格を証する書類など）。

※平成27年度臨時福祉給付金の受取口座への振
込を希望する場合は、原則添付書類は不要です。

３．申請（郵送・窓口）
　 申請書と添付書類を原則郵送してください。
※同封の返信用封筒をご利用ください。
※窓口は大変混雑が予想されます。なるべく郵送

による申請をお願いします。

４．市からの通知と高齢者向け給付金の振込
　 市が申請内容を審査し、結果（支給の可否）を
通知します。支給が決定した人には、高齢者向け
給付金を口座へ振り込みます。
※窓口で申請受付をした場合も、その場で現金を

わたすことはありません。
〔社会福祉課臨時福祉給付係　内線 381〕

　配偶者からの暴力を理由に大和高田市に避難している人
で、一定の要件を満たす人は、必要な手続をすることにより、
大和高田市で高齢者向け給付金の支給を受けられる場合が
あります。詳しくは社会福祉課へお問い合わせください。

◦大和高田市や厚生労働省がATM（現金自動支払機）の操
作をお願いすることは、絶対にありません。
◦ATMを自分で操作して、他人からお金を振り込んでも

らうことは絶対にできません。
◦大和高田市や厚生労働省などが「給付金」を支給するため

に、手数料などの振込を求めることは絶対にありません。

基準日（平成 27 年 1 月 1 日）時点で
大和高田市に住民票がありますか

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

 はい

 はい

 はい

ス
タ
ー
ト

住民票のあった市区
町村へ問い合わせて
ください

支給対象者ではあり
ません。

支給対象者ではあり
ません。
※ただし、平成 28 年
4 月 1 日までに保護が
停止または廃止になっ
た人は対象となる場合
があります。

生年月日は、昭和 27 年 4 月 1 日以前（4
月 1 日を含みます。）ですか？

平成 27 年度の住民税は課税されていま
すか？

平成 27 年度の住民税が課税されている
人に扶養（税法上）されていますか？

生活保護を受けていますか？

高齢者向け給付金（30,000 円）の支給対象
者となる可能性があります。

※この図は、一般的な場合を想定しています。

▷支給対象者  
　平成27年度臨時福祉給付金の支給
対象者のうち、平成28年度中に65歳
以上となる方（昭和27年4月1日以前
に生まれた人）が対象です。
　ただし、課税されている人の扶養
親族などや、生活保護の受給者など
は除く（下記の診断チャートを参照）。

▷支給額　1人につき30,000円

制度の概要 ▷申請

期間 5月23日㈪〜8月23日㈫（消印有効）
※本市の申請期間です。申請期間は市区町村によって異なります。

方法

郵送 直接窓口へ

〒 635-8511
社会福祉課臨時福祉給付係

市役所 3 階西会議室
※窓口は大変混雑が予想されます。な
るべく郵送で申請してください

注意
「高齢者向け給付金」と「平成 27 年度臨時福祉給付金」は、別の制
度です。「高齢者向け給付金」を受給するためには、別途申請が必要
となります。

問合せ 社会福祉課臨時福祉給付係　☎22-1101（代表）内線 381
（平日午前 9 時〜午後 5 時）

給付金を装った「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください
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　本市の活力源である商業、ものづくり、農業のよ
り一層の活性化、そして地域の人々がいきいきと暮
らすまちづくりをめざして、「商都たかだ活性化事
業」「元気な地域づくり事業」の補助金制度を実施
しています。創意工夫を凝らした魅力あるユニーク
な取組の応募を待っています。
※ 詳しくは、産業振興課または自治振興課へ。ま

た、市のホームページにも掲載しています。

▷�募集期間　5月2日㈪〜20日㈮　※土・日曜日、祝
日を除く
▷�審査方法　5月27日㈮の午後1時30分から、市役所

3階東会議室で開催する「大和高田市公募型補助金
審査選考委員会」(公募委員を含む)で、審査を行い
ます。応募団体などは、選考委員会で事業内容の
説明をお願いします。

※ 選考委員会は公開します。関心のある人は、傍聴
してください。

▷対象事業
・商業施設…卸売・小売業、宿泊業(旅館・ホテル)、

飲食サービス業
・工業等施設…製造業、運輸業
【施設設置奨励金】
◎�要件　新設、増設、移転にともなう建物および償

却資産(土地の取得を除く)の取得に必要な費用が
3,000万円以上であること。ただし、償却資産のみ
の場合は対象外です。
◎�奨励金　建物および償却資産(土地を除く)の固定資

産税額の5割相当額を5年間交付
【雇用促進奨励金】
◎�要件　施設設置奨励金該当事業者が、開業日前後

90日の間に、市内在住者を正規従業員として雇用
し、1年以上継続雇用すること。
◎�奨励金　従業員1人につき20万円(限度額1,000万

円)を、1回限り交付

▷必要書類
・事業計画届出書(様式第1号)
・企業概要
・法人登記事項証明書(個人・住民票の写し)
・建築確認済証の写し
・定款または規約の写し(個人・事業概要がわかる
　もの)
・公害防止に関する計画書
・暴力団排除に関する誓約書
・個人情報の取扱いに関する同意書(様式第2号)　など
▷申請方法
① 開業日までに「事業計画届出書」を市に提出し、「事

業計画届出書受理書」を受けてください。すでに開業
している事業者は、対象外です。

② 初めて固定資産税が賦課された年度の翌年度に、
「奨励金交付申請書」を市に提出し、奨励金の交付
を受けてください。

〔産業振興課　内線 248〕

地域づくりに「補助金制度」があります
「商都たかだ活性化事業」「元気な地域づくり事業」

市内に商業・工業などの施設を設置する事業者を応援
「商工業振興促進奨励金」

商都たかだ活性化事業補助金 元気な地域づくり事業補助金
応募資格 商店街、商工業団体、農業団体など 自治会、地域の団体・組織など

対象事業 賑わい創出事業など コミュニティ連携事業など

補助対象経費 設備・施設などの賃貸代、ちらし・ポスター代、出演料、
消耗品代、教材費、装飾材料など
※補助対象経費の合計額が 30 万円以上の事業

設備・施設などの賃貸代、ちらし・ポスター代、出演料、
消耗品代、教材費、装飾材料など
※補助対象経費の合計額が 15 万円以上の事業

補助金額 補助対象経費の 2/3 以内で、50 万円を限度 補助対象経費の 2/3 以内で、20 万円を限度

応募書類 商都たかだ活性化事業応募書兼補助金交付申請書
など

元気な地域づくり事業応募書兼補助金交付申請書
など

問合せ 産業振興課　内線 248 自治振興課　内線 227
〔産業振興課　内線 248・自治振興課　内線 227〕
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～
乳
が
ん
治
療
が
、

変
わ
り
ま
し
た
～

　

市
立
病
院
で
は
、毎
年
80
件
余

り
の
乳
が
ん
手
術
を
行
っ
て
い
ま

す
。ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
て
、病

期
や
タ
イ
プ
分
類
に
合
わ
せ
て
行

う
、個
別
化
治
療
が
基
本
で
す
。

　
乳
腺
外
来
に
訪
れ
た
患
者
さ
ん

に
は
、そ
の
日
の
う
ち
に
、乳
腺
エ

コ
ー
や
、マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
受
け

て
も
ら
い
ま
す
。組
織
検
査
を
必

要
と
す
る
よ
う
な「
し
こ
り
」の
あ

る
場
合
は
、同
じ
日
に
、続
け
て
針

生
検
を
受
け
て
も
ら
い
ま
す
。針

生
検
は
、ほ
と
ん
ど
傷
の
残
ら
な
い

検
査
で
、乳
が
ん
の
診
断
だ
け
で
な

く
、タ
イ
プ
分
類
ま
で
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
乳
が
ん
の
診
断
が
つ
い
た
ら
、す

ぐ
に
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
画
像

検
査
を
計
画
し
、病
期
や
広
が
り

の
診
断
を
行
い
ま
す
。そ
の
後
、タ

イ
プ
分
類
と
合
わ
せ
て
、患
者
さ

ん
と
相
談
し
な
が
ら
、最
も
適
し

た
治
療
方
針
を
決
定
し
ま
す
。

　
抗
が
ん
剤
治
療
な
ど
の
術
前
治

療
が
必
要
な
患
者
さ
ん
に
は
、ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
従
っ
た
手
術
前
の

治
療
を
行
う
こ
と
で
、全
体
の
約

70
％
の
人
に
、乳
房
温
存
手
術
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　

手
術
を
行
う
と
き
に
は
、ほ
ぼ

全
例
に
、術
中
迅
速
病
理
検
査（
手

術
中
に
、病
変
が
良
性
か
悪
性
か

な
ど
を
調
べ
る
検
査
）を
行
い
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
、乳
房
温
存
手
術

の
断だ
ん
た
ん端（
手
術
で
切
除
し
た
切
り

口
）や
、セ
ン
チ
ネ
ル
リ
ン
パ
節
生

検
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、安

全
で
確
実
な
手
術
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、奈
良
医
大
形
成
外
科
と

連
携
し
、乳
房
同
時
再
建
手
術
も

開
始
し
ま
し
た
。同
時
再
建
の
適

応
の
あ
る
患
者
さ
ん
に
は
、積
極

的
に
同
手
術
を
お
薦
め
し
て
い
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
放
射
線
治
療
が
必
要

な
症
例
は
、奈
良
医
大
に
紹
介
し

て
き
ま
し
た
が
、本
年
１
月
か
ら

は
、最
新
鋭
の
放
射
線
治
療
機
器

を
導
入
し
、当
院
で
の
放
射
線
治

療
が
開
始
と
な
り
ま
し
た
。放
射

線
治
療
専
門
医
、医
学
物
理
士
、専

門
技
師
な
ど
、充
実
し
た
ス
タ
ッ
フ

を
集
め
、安
全
で
精
度
の
高
い
放

射
線
治
療
が
行
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。乳
房
温
存
手
術
症
例
や
、

リ
ン
パ
節
転
移
を
伴
う
乳
房
切
除

術
症
例
の
術
後
照
射
な
ど
に
、と
て

も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、当
院
で
の
乳
が
ん
診

療
の
現
状
に
つ
い
て
、お
知
ら
せ
し

ま
し
た
。

　

現
在
、乳
が
ん
に
必
要
な
治
療

の
ほ
と
ん
ど
が
、当
院
で
行
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。放
射
線
治
療

を
含
め
、奈
良
県
の
中
南
和
地
域

の
乳
が
ん
診
療
の
中
核
と
な
る
こ

と
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
　
　

  

〔
病
院
長　

岡
村
隆
仁
〕

　

26
才さ

い

男だ
ん
せ
い性

Ｍ
さ
ん
の
お
話

は
な
しで

す
。

　

今こ
ん
か
い回

は
対

た
い
し
ょ
う
し
ゃ

象
者
Ｍ
さ
ん
の
母は

は
お
や親

か
ら
の
相そ

う
だ
ん談

で
し
た
。息む

す
こ子

の
Ｍ
さ

ん
は
、引ひ

き
こ
も
り
状

じ
ょ
う
た
い

態
が
長な

が

く
続つ

づ

き
、就

し
ゅ
う
し
ょ
く

職
も
ま
ま
な
ら
ず
家い

え

で
過す

ご

す
日ひ

び々
の
繰く

り
返か

え

し
で
し
た
。

　

お
母か

あ

さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
話

は
な
し

を

聴き

き
ま
し
た
。最さ

い
し
ょ初

は
家い

え

の
内

な
い
じ
ょ
う情

を
話は

な

す
こ
と
に
抵て

い
こ
う抗
が
あ
り
、あ

ま
り
話は

な

し
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、次し

だ
い第

に
今い

ま

ま
で
溜た

め
込こ

ん

で
き
た「
ス
ト
レ
ス
」や
、一い

っ
し
ょ
う
け
ん
め
い

生
懸
命

生い

き
て
き
た
手し

ゅ
だ
ん段

と
家か

ぞ
く族

の
関か

ん
け
い係

を
話は

な

し
て
く
れ
て
、今い

ま

の
状

じ
ょ
う
た
い
態
に
な

る
ま
で
の
背は

い
け
い景

が
見み

え
て
き
ま
し

た
。Ｍ
さ
ん
が
受う

け
た
学が

く
せ
い生

の
こ

ろ
の
い
じ
め
、父ち

ち

が
亡な

く
な
っ
た
こ

と
な
ど
、こ
の
こ
ろ
を
き
っ
か
け
に

母は
は
お
や親

に
も
余よ

ゆ
う裕

が
な
く
な
り
、お

互た
が

い
を
い
た
わ
り
合あ

う
こ
と
が
な

く
な
り
、親お

や
こ子

で
言こ

と
ば葉

を
全

ま
っ
た

く
交か

わ
さ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
分わ

か
り
ま
し
た
。

　

家い
え

で
お
母か

あ

さ
ん
が
笑え

が
お顔

で
い
ら

こ
こ
か
ら
始は
じ

ま
る
。
　

〔
生せ
い
か
つ活

困こ
ん
き
ゅ
う
し
ゃ

窮
者
自じ
り
つ立

支し
え
ん
が
か
り

援
係　

☎
44
・
３
１
１
１（
直ち
ょ
く
つ
う通）〕

れ
る
よ
う
ス
ト
レ
ス
を
小こ

だ出
し
し

て
、こ
こ
で
よ
け
れ
ば
ま
た
話は

な

し
に

来き

て
く
だ
さ
い
ね
」

　

そ
う
伝つ

た

え
る
と
お
母か

あ

さ
ん
は
、

何な
に

か
が
解か

い
け
つ決

さ
れ
た
の
か
、少す

こ

し
す

っ
き
り
さ
れ
て
、市し

役や
く
し
ょ所

を
後あ

と

に
し

ま
し
た
。

　

後ご
じ
つ日

、お
母か

あ

さ
ん
が
来ら

い

庁ち
ょ
うし

、

笑え
が
お顔
で
話は

な

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

息む
す
こ子

が
仕し

ご
と事

に
行い

き
だ
し
た

こ
と
と
、家い

え

の
中な

か

で
全

ま
っ
た

く
会か

い
わ話

が

無な

か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、「
ご
は

ん
！
」「
風ふ

ろ呂
！
」な
ど
、単た

ん
ご語

で

会か
い
わ話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
の
で
す
。ほ
ん
の
少す

こ

し
の
心

こ
こ
ろ

の

余よ
ゆ
う裕

が
微ほ

ほ
え笑

み
を
生う

み
、「
い
た

わ
り
」が
Ｍ
さ
ん
に
通つ

う

じ
た
の
だ

と
思お

も

い
ま
す
。

　

自じ
ぶ
ん分

自じ
し
ん身

の
こ
と
、家か

ぞ
く族

の
こ

と
、地ち

い
き域
の
住

じ
ゅ
う
み
ん
民
で
気き

に
な
る
人ひ

と

や

気き

に
な
る
子こ

ど
も
の
こ
と
、ど
ん
な

こ
と
で
も
ま
ず
は
一い

ち
ど度
お
話

は
な
しを
聞き

か

せ
て
く
だ
さ
い
。

乳がんの進行過程
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私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
に

は
、さ
ま
ざ
ま
な「
な
ら
わ
し・し

き
た
り
」が
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
中
に
は
、「
人
と
人
と
の
温

か
い
結
び
つ
き
」を
示
す
も
の
が

あ
り
ま
す
。例
え
ば
、子
ど
も
の

成
長
を
願
う
、３
月
３
日
の「
桃
の

節
句
」、５
月
５
日
の「
端
午
の
節

句
」な
ど
で
す
。

　
こ
う
し
た「
な
ら
わ
し・し
き
た

り
」は
、お
互
い
を
認
め
合
い
、支
え

合
う
と
い
う
点
で
、今
後
も
大
切
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。一方

で
、差
別
を
助
長
す
る
こ
と
に
つ
な

が
る
お
そ
れ
が
あ
り
、人
権
尊
重

と
い
う
点
か
ら
、考
え
を
改
め
た

り
見
直
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の一つ
が
、大
安・仏
滅・友
引

と
い
っ
た「
日
の
吉
凶
」に
関
す
る

も
の
で
す
。こ
れ
ら
は
、「
六
曜
」ま

た
は「
六
輝
」と
呼
ば
れ
、暦
注
の一

つ
で
す
。例
え
ば
、大
安
は「
何
事

に
お
い
て
も
吉
」、仏
滅
は「
す
べ

て
が
不
吉
」と
い
う
意
味
が
あ
り

ま
す
。ま
た
、友
引
は「
凶
事
に
友

を
引
く
」と
い
う
意
味
で
す
が
、か

つ
て
は
勝
負
事
で
何
事
も
引
き
分

け
に
な
る
日
、つ
ま
り
、「
共
引
」と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。日
常
生
活
で

は
、結
婚
式
や
自
動
車
の
納
車
日

に
大
安
を
選
ん
だ
り
、葬
儀
に
は

友
引
を
避
け
た
り
す
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。

　

科
学
的
に
見
れ
ば
、何
の
根
拠

も
な
い
こ
と
が
、偶
然
が
重
な
っ

て
真
実
と
見
え
る
場
合
や
、心
の

動
き
と
連
動
し
て
、ま
る
で
真
理

で
あ
る
か
の
よ
う
に
感
じ
る
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。先
の
こ
と
を

予
想
で
き
な
い
人
の
心
の
弱
さ

が
、俗
信
や
迷
信
を
信
じ
、支
え

て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

根
拠
の
な
い
安
易
な
迷
信
で
す

が
、自
分
の
家
族・親
族
の
結
婚・

葬
儀
に
関
係
す
る
と
な
る
と
、急

に
そ
の
日
の
吉
凶
が
気
に
か
か
り
、

「
仏
滅
の
日
は
避
け
よ
う
」「
友
引

の
日
は
ち
ょっ
と
…
」と
い
う
行
動

を
と
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。や
は
り「
み
ん
な
が

し
て
い
る
か
ら
」「
世
間
体
が
…
」

と
い
う
心
の
動
き
が
あ
る
か
ら
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
の
行
動
や
心
の
動
き

は
、部
落
差
別
を
考
え
た
と
き
、

と
て
も
似
た
原
理
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。普
段
は
、特
に
気
に

せ
ず
生
活
し
て
い
る
の
に
、何
か

こ
と
が
あ
る
と
、世
間
の「
な
ら
わ

し・し
き
た
り
」に
同
調
し
よ
う
と

す
る
心
の
動
き
と
い
う
点
で
は
、

同
じ
だ
と
感
じ
ま
す
。こ
う
し
た

心
の
動
き
と
向
き
合
い
、差
別・偏

見
が
潜
在
す
る
非
科
学
的
な「
な

ら
わ
し・し
き
た
り
」を
見
直
し
て

い
く
こ
と
は
、部
落
差
別
の
解
消

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

〔
人
権
施
策
課　
内
線
２
８
８
〕

「
大
安
」
は
吉
？
「
仏
滅
」
は
凶
？
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前
号
で
、梅
田
雲
浜
の
妻
・
千

代
子
の
母
「
照
」の
墓
が
常
光
寺

に
あ
る
こ
と
を
書
き
ま
し
た
が
、

聞
き
伝
え
で
あ
る
こ
と
を
補
足
し

ま
す
。今
と
な
っ
て
は
、い
つ
、誰
か

ら
伝
え
聞
い
た
か
も
記
憶
に
な
い

こ
と
を
お
許
し
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
内
容
は
、

雲
浜
の
御
子
孫
で
あ
る
梅
田
昌
彦

氏
よ
り
い
た
だ
い
た
著
書
「
梅
田

雲
浜
入
門
」に
よ
る
も
の
で
す
。

　

雲
浜
は
、文
化
12（
１
８
１
５
）

年
６
月
７
日
、若
狭
の
小
浜
、現
在

の
福
井
県
小
浜
市
千
種
２
丁
目

に
生
ま
れ
た
そ
う
で
、父
は
小
浜

藩
士
、矢
部
岩
十
郎
義
比
、母
は

白
河
藩
士
、務
川
又
兵
衛
の
娘
で

義
と
言
い
ま
す
。
雲
浜
の
名
は
矢

部
義
質
、通
称
源
次
郎
、号
を
雲

浜
と
し
ま
し
た
。雲
浜
は
矢
部
家

を
出
て
、祖
父
の
梅
田
の
姓
に
変

え
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、号
の
雲

浜
は
、小
浜
の
雲
浜
八
景
と
も
言

わ
れ
る
景
勝
地
で
、そ
れ
か
ら
取
っ

た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
和
高
田
語
り
べ
：
　
上
嶋　

丈
夫
さ
ん

　
上
嶋
丈
夫
さ
ん
は
、自
身
が
見
て
き
た
高
田
の
歴
史
を
、文
章

に
書
き
と
ど
め
て
い
ま
す
。

　

源
次
郎
は
、父
母
の
信
頼
の
厚

い
親
思
い
の
少
年
で
、胆
力
も
あ
っ

て
、早
く
か
ら
諸
国
や
世
界
に
関

心
を
寄
せ
て
い
た
よ
う
で
、文
武

の
道
を
好
み
、昼
夜
励
ん
で
怠
る

こ
と
が
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。雲

浜
の
姪
の
山
田
登
美
子
は
、雲
浜

の
子
ど
も
の
頃
の
様
子
を
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　

梅
田
源
次
郎
八
歳
ノ
時
、兄
孫

太
郎
ト
同
ジ
ク
寝
ネ
、各
其
ノ
志

ヲ
語
レ
ル
ヲ
、母
襖
ヲ
隔
テ
、聞
キ

ケ
ル
ニ
、兄
孫
太
郎
ハ
文
芸
ヲ
以
テ

家
名
ヲ
揚
ゲ
ン
ト
言
ヒ
、弟
源
次

郎
ハ
諸
国
ヲ
巡
歴
セ
ン
コ
ト
ヲ
語

リ
シ
カ
バ
、母
其
二
幼
二
シ
テ
胆
気

ア
ル
ヲ
知
レ
リ
ト
ゾ
、梅
田
源
次

郎
十
二・三
年
ニ
頃
、父
ノ
病
メ
ル

時
ナ
ト
ハ
傍
二
在
リ
テ
、何
時
見

聞
キ
セ
シ
カ
古
書
二
話
ヤ
地
球
ノ

説
ナ
ト
面
白
ク
談
シ
テ
父
ノ
心
ヲ

慰
メ
タ
リ
。　

山
田
登
美
子
「
梅

田
源
次
郎
先
生
略
伝
」

　

こ
の
よ
う
な
利
発
な
少
年
で
あ

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。（つ

づ
く
）
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る

不
審
な
電
話
・
メ
ー
ル

博士！「有料サイトの登録料金が未払い
になっており、放置すると訴訟履歴がマイ
ナンバーへ登録されます」という内容の
不審なメールが届いたのですが・・・	

それは絶対に連絡しちゃいけないよ。

それに返信してしまうと、誤解が解け
るどころか、電話やメールで脅された
り、過剰に連絡を取ろうと電話やメー
ルをしてくるなど、面倒なことになる
可能性があるからね。

まあマイナンバーは新しいケースでは
あるのだけどね。

どう対処したらいいんですか？

電話がかかってきた場合は、個人情報
を聞いてきたりすることが多いのだ
が、安易に答えずに切るのじゃ
メールが届いた場合は、無視するのが
一番。電話番号が書いてあって、かけ
るように誘導されていても絶対にか
けないことじゃ。
直接、訪問してきた場合でも、きっぱり
と断ることが大切じゃ。

対処は簡単なんですね！
「訴訟」とか「マイナンバー」などの単
語がでてくると焦る気持ちも分かる
が、そこを利用されてしまうからね
身に覚えがないとしても、どうしても不
安に思うときは、消費生活センターや
警察に相談するのじゃ。

相
談
事
例

　

高
齢
の
父
が
、
10
年
前
に
訪
問
販
売
で
５
年
間
の
新
聞

購
読
契
約
を
し
た
。
し
か
し
、
今
、
父
は
認
知
症
で
、
契

約
し
た
こ
と
も
わ
か
ら
な
い
し
、
新
聞
を
読
め
る
状
態
で

は
な
い
。
息
子
で
あ
る
自
分
が
、
新
聞
販
売
店
に
理
由
を

説
明
し
、
契
約
の
解
除
を
求
め
た
が
、
応
じ
て
く
れ
な
か
っ

た
。
契
約
内
容
を
聞
く
と
、
５
年
契
約
で
、
１
年
ご
と
に

３
か
月
分
が
無
料
と
な
り
、
新
聞
投
函
開
始
後
に
１
万
円

の
商
品
券
を
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
販
売
店
の
店
員
が
、
あ
ま
り
に
も
強
硬
な
の
で
、
仕

方
な
く
、
購
読
期
間
を
２
年
に
短
縮
し
て
も
ら
っ
た
が
、

ど
う
考
え
て
も
納
得
が
い
か
な
い
の
で
契
約
解
除
し
て
ほ

し
い
。

（
50
歳
代
男
性
）

　

全
国
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
る
新
聞
契
約

の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
毎
年
１
万
件
前
後
あ
り
、
常
に
相
談
件

数
の
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。
若
者
の
新
聞
離
れ
が
進
む

中
、
契
約
者
の
平
均
年
齢
は
年
々
高
く
な
り
、
特
に
、
高

齢
の
契
約
者
の
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。
長
期
間
契
約
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
、
契
約
者
が
入
院
や
入
所
な
ど

の
理
由
で
、
新
聞
の
解
約
を
申
し
出
た
と
こ
ろ
、
中
途
解

約
は
認
め
て
も
ら
え
ず
、
高
額
な
解
約
料
や
景
品
代
を
請

求
さ
れ
る
な
ど
、
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

　

当
セ
ン
タ
ー
に
も
、
年
間
を
通
し
て
多
く
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
い
っ
た
ん
契
約
が
成
立
す
る
と
、
自

己
都
合
で
一
方
的
に
契
約
解
除
す
る
こ
と
は
困
難
な
ケ
ー

ス
が
多
い
で
す
。
契
約
は
、
よ
く
考
え
て
慎
重
に
し
て
く

だ
さ
い
。

１
．�

長
期
間
契
約
や
先
づ
け
契
約
（
数
年
先
か
ら
の
契
約
）

は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と

　
　

�　

長
期
間
契
約
を
し
た
後
、
購
読
期
間
が
終
わ
る
ま

で
の
間
に
、
失
業
・
介
護
・
入
院
・
死
亡
な
ど
の
理

由
で
、
購
読
を
続
け
ら
れ
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

特
に
、高
齢
者
は
、こ
の
よ
う
な
可
能
性
が
高
い
の
で
、

で
き
る
だ
け
契
約
期
間
を
定
め
ず
、
い
つ
で
も
解
約

で
き
る
契
約
を
し
ま
し
ょ
う
。

２
．
高
額
な
景
品
を
受
け
取
ら
な
い
、
要
求
し
な
い

　
　

�　

テ
レ
ビ
や
掃
除
機
な
ど
の
高
額
な
景
品
や
、
無
代

紙
（
無
料
で
配
達
さ
れ
る
新
聞
）
の
提
供
に
目
が
く

ら
ん
で
契
約
し
、
失
敗
す
る
事
例
が
多
く
あ
り
ま
す
。

新
聞
の
景
品
の
上
限
額
は
、
６
か
月
分
の
購
読
料
の

８
％
ま
で
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
額
を
超
え

る
よ
う
な
景
品
を
受
け
取
ら
ず
、
要
求
す
る
こ
と
も

や
め
ま
し
ょ
う
。
高
額
な
景
品
は
、
ト
ラ
ブ
ル
の
も

と
で
す
。

３
．�

望
ま
な
い
契
約
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
を

　
　

�　

訪
問
販
売
で
新
聞
の
契
約
を
し
た
場
合
、
購
読
契

約
書
の
控
え
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
む
８
日
間
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
は
、
理
由
を
問
わ
ず
、
無
条
件
で
解
約
で
き
る

制
度
で
す
。
な
お
、
契
約
書
に
、
法
律
で
定
め
ら
れ

た
事
項
の
記
載
が
無
か
っ
た
場
合
は
、
8
日
間
を
経

過
し
て
い
て
も
解
約
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
契

約
書
の
控
え
は
必
ず
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

少
し
で
も
不
安
に
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

● 市消費生活センター ▽相談日時　月～金曜日 午前10時～午後4時   ▽ところ　市役所3階   ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所  ▽相談日時　月～金曜日 午前9時～午後5時（受付は午後4時 30 分まで） 

　 ▽ところ　市民交流センター「コスモスプラザ」3 階　 ▽予約先　☎ 22-0931　 ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

増
え
て
い
ま
す
！

高
齢
者
の
新
聞
ト
ラ
ブ
ル
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◦�

平
和
を
考
え
る
戦
争
遺
産
図
鑑

安
島
太
佳
由�

文
／
岩
崎
書
店

◦
こ
ど
も
生
物
図
鑑

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
バ
ー
ニ
ー�

文
／　

河
出
書
房
新
社

◦
一
人
前
に
な
る
た
め
の
家
事
の
図
鑑  

家
事
の
図
鑑
の
会�

編
／
岩
崎
書
店

◦
だ
ま
し
絵
・
錯
視
大
事
典  

椎
名
健�

監
修
／
あ
か
ね
書
房

◦
だ
っ
こ
だ
っ
こ     

マ
リ
カ
・
ド
レ�

絵
／
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス

◦「
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
高
田
商
業
の
勝
負
強

さ
を
磨
く
練
習
法
」（
前
衛
編
・
後
衛
編
） 

紙
森
隆
弘�

著
／
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社

　
　

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
団
体
で
歴
代
最
多
優
勝

回
数
を
誇
る
、高
田
商
業
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
の
練
習
メ
ニ
ュ
ー
を
公
開
。前
衛
・
後
衛

別
に
、選
手
に
必
要
な
基
礎
技
術
・
基
礎
能

力
を
高
め

る
練
習
や
、

実
戦
力
を

磨
く
練
習

法
を
写
真

で
紹
介
す

る
。

◦「
し
あ
わ
せ
な
い
ぬ
に
な
る
に
は
」

ジ
ョ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ソ
ン　

絵
／
徳
間
書
店

　　
　

犬
の
み
な
さ
ん
、ワ
ン
に
ち
は
。ぼ
く

た
ち
犬
が
、ワ
ン
だ
ふ
る
な
毎
日
を
送
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、ぼ
く
な
り
の

考
え
を
教
え
ま
す
。で
も
、人
間
に
は
内
緒

で
す
よ
…
。犬

の
視
点
で
、

犬
と
飼
い
主

の
す
て
き
な

関
係
を
描
く
、

お
し
ゃ
れ
で

ユ
ー
モ
ラ
ス

な
絵
本
。

◦
ネ
ッ
ト
社
会
の「
正
義
」と
は
何
か

西
垣
通�

著
／
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

◦
本
当
の
仕
事
の
作
法

内
田
樹�
ほ
か�

著
／
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ

◦
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
経
営
者
の
本
音

秋
山
謙
一
郎�

著
／
扶
桑
社

◦
溺
れ
る
月

新
野
剛
志�

著
／
小
学
館

◦
あ
き
な
い
世
傳
金
と
銀　

1 　

源
流
篇  

高
田
郁�

著
／
角
川
春
樹
事
務
所

〔市立図書館　☎52-3424　 52-9415〕

一般書児童書・絵本

新
着
図
書
の
ご
案
内

◎絵
えほん
本のよみきかせ

▷とき　5月
がつ
7日
にち
㈯
ど
・21日

にち
㈯
ど

　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん　じどうコーナー
◎おはなし会

かい

▷とき　5月
がつ
14日

にち
㈯
ど

　　　　ごぜん10じ30ぷんから
▷ところ　としょかん2かい　プレイルーム
▷たいしょう　4さいいじょう
●おはなし　「こぞうさんのおきょう」
●えほん　　	「	めっきらもっきらどおんどん」
◎えほんとわらべうたの時

じかん
間〈きらら〉

▷とき　5月
がつ
28日

にち
㈯
ど
	ごぜん10じ30ぷんから

▷ところ　としょかん2かい　プレイルーム
▷たいしょう　3さいいか
●おはなし　「二

に
ひきのかえる」

●えほん　　「ガンピーさんのふなあそび」

５月のおはなし会 催しのご案内
■大人のおはなし会　～あなたをお話の世界へ～
▷とき　5月24日㈫　午前10時～正午
▷ところ　中央公民館　1階視聴覚室
▷�出演　たかだおはなしろうそくの会と図書館長
▷�内容　「みるなのくら」「いたちの子守唄」「なら梨とり」　ほか
▷定員　40名　▷費用　無料

■図書館教養リレー講座（前期）

▷ところ　中央公民館　1階視聴覚室
▷内容　「大和の薬にまつわる話」
▷定員　40名　▷費用　無料
　いずれも、申し込みは、5月1日㈰～ 22日㈰の期間中に、図書
館カウンター、電話、FAXで受付（FAXの場合は「イベント名、名
前、連絡先」を書いてください）

◎システム変更のお知らせ
　システムの変更に伴い、URLが変わります。また、作業のため、5月23日㈪はアクセスできません。ご了承ください。
▷切替日　5月24日㈫
　なお、切り替わってから30日間は、旧URLにアクセスしても、自動的に新URLへ転送されます。「お気に入り」や「ブックマーク」
へ登録している場合は、この期間内に登録の変更をお願いします。
新URL：https://www.lib100.nexs-service.jp/yamatotakada-city/webopac/index.do

臨時休館のお知らせ
　特別整理期間のため、5月30日㈪～ 6月4
日㈯まで、休館します。この期間の返却は、図
書館入口左側、または葛城コミュニティセン
ター内の返却ポストを利用してください。な
お、5月17日㈫～ 29日㈰は、貸出期間が4週
間となります。

と　き 講　師

第 1回 5月28日㈯
午前10時30分～正午

ワキ製薬株式会社会長
脇本	吉清さん

第 2回 6月25日㈯
午前10時30分～正午

株式会社三光丸	クスリ資
料館館長　浅見	潤さん

第 3回 7月30日㈯
午前10時30分～正午

大峰堂薬品工業株式会社
社長　辻	将央さん

10



インターネットと生活
～ＩＣＴ(情報通信技術)とビッグデータの活用～

　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ(

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
進
歩
に

よ
って
収
集・蓄
積
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
、多
種
多
様
の
デ
ー
タ)

で
犯
罪
予

測
を
す
る
、と
い
う
新
聞
報
道
が
あ
り

ま
し
た
。気
象
予
測
も
そ
の
代
表
的

な
も
の
で
す
が
、そ
の
精
度
は
、年
々

飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
ま
す
。

　

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
は
、医
療
の
面
で

も
、新
し
い
治
療
や
薬
の
開
発
に
は

欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。ま
た
、経
済

分
野
で
も
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
分
析

し
、近
未
来
を
予
測・予
知
す
る
技
術

への
取
り
組
み
が
進
み
、新
し
い
分
野

の
開
発
に
繋
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
は｢
夢
の
よ
う
な
話｣

と
思
わ

れ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
で
も
、ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
の
収
集
・
蓄
積
で
実
現
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
つ
い
て
、具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
収
集
・
蓄

積
さ
れ
る
の
か
、ど
の
よ
う
に
デ
ー
タ

が
活
用
さ
れ
る
の
か
、紹
介
し
ま
す
。

○
病
は
早
期
発
見

　

体
の
調
子
が
少
し
悪
い
ぐ
ら
い
で

は
、病
院
に
行
く
こ
と
は
少
な
い
で
す

が
、や
は
り
気
に
は
な
る
も
の
で
す
。

そ
ん
な
と
き
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
検
索
す
れ
ば
、知
り
た
い
こ

と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
同
じ
症
状
を
持
つ
人
は
意
外
と
多

く
、自
分
に
ぴ
っ
た
り
な
症
状
の
人
の

話
を
聞
く
と
、｢

自
分
だ
け
で
は
な
い

ん
だ
な｣

と
、少
し
安
心
で
き
た
り
も

し
ま
す
。

　

多
く
の
情
報
の
中
か
ら
、自
分
の

病
状
に
合
う
も
の
を
調
べ
て
病
院
に

行
け
ば
、よ
り
適
格
な
診
断
と
早
期

発
見
に
繋
が
る
可
能
性
が
高
く
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

○
道
に
迷
っ
た
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
目
的
地
を
入
力

す
る
だ
け
で
、現
在
位
置
を
マ
ー
ク
し

て
、近
道
や
回
り
道
な
ど
、細
か
く
教

え
て
く
れ
ま
す
。加
え
て
、徒
歩
・
電

車・車
で
の
距
離
、時
間
と
道
順
が
表

示
さ
れ
、カ
ー
ナ
ビ
の
代
わ
り
に
も
な

り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、渋
滞
情
報
な
ど
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
全
国
の
道
路
状
況
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、渋
滞
に
な

り
や
す
い
道
路
や
時
間
帯
な
ど
の
傾

向
が
わ
か
り
、車
で
の
移
動
の
予
定
が

立
て
や
す
く
な
り
ま
す
。

○
今
日
に
も
届
く
、�

ネ
ッ
ト
宅
配

　
欲
し
い
も
の
が
す
ぐ
届
く｢

ネ
ッ
ト

シ
ョッ
ピ
ン
グ｣

の
利
用
が
広
が
って
い

ま
す
。

　

高
齢
者
や
仕
事
が
忙
し
い
人
に

と
っ
て
、毎
日
の
買
い
物
は
大
変
で
、｢

一両
日
で
届
く
の
で
あ
れ
ば
頼
ん
で
み

よ
う
か
」と
の
声
を
聞
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。仕
事
や
趣
味
、ア
ウ
ト
ド

ア
を
楽
し
む
人
に
と
っ
て
も
、急
に
必

要
な
も
の
が
あ
る
と
き
な
ど
、今
で
は

欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
って
い
ま
す
。

　
利
用
者
の
商
品
の
閲
覧
履
歴
な
ど

か
ら
、ど
の
年
齢
層
の
人
が
、ど
の
よ

う
な
商
品
に
興
味
が
あ
る
か
、と
い
う

よ
う
な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
よ
って
、マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
に
役
立
って
い
ま
す
。

○
教
科
書
と
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー

　
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
は
、パ
ソ
コ
ン
で

は
な
く
、ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
バ
ー(

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
保
管)

に
あ
り
ま

す
。先
生
が
必
要
な
と
き
に
、い
つ
で

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
え
ま
す
。

　

授
業
の
中
で
教
科
書
を
補
完
し

て
、動
画・画
像
な
ど
を
使
っ
た
電
子

黒
板
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
の｢

コ
ラ
ボ
授
業｣

が
で
き
る
の
で
、子
ど
も
に
も
好
評
で

す
。必
要
に
応
じ
て
プ
リ
ン
ト
を
配
布

す
れ
ば
、授
業
の
幅
も
広
が
り
ま
す
。

○
地
方
に
広
が
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
波

　

光
回
線
が
普
及
す
る
に
つ
れ
、田

舎
に
も｢

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
Ｉ
Ｃ

Ｔ｣

の
波
が
急
速
に
広
が
っ
て
き
ま
し

た
。ま
た
、自
然
豊
か
な
所
に
移
住
す

る
若
い
人
が
増
え
て
き
た
と
言
い
ま

す
。今
後
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
広
が
り
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
地
方
で

は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◎
初
心
者
か
ら
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

▽�

と
き　
5
月
11
日・25
日
、6
月
8

日・22
日�

、7
月
6
日・20
日
、8

月
3
日・17
日・24
日（
全
10
回
）い

ず
れ
も
水
曜
日　
午
前
9
時
30
分

～
正
午

▽�

費
用　

1
回
1
、０
８
０
円（
パ
ソ

コ
ン
貸
出
可　
1
回
５
４
０
円
）

※
そ
の
他
に
、教
材
費
1
、０
８
０
円

（
全
10
回
分
）が
必
要

◎
パ
ソ
コ
ン
何
で
も
相
談

▽�

と
き　

右
記
パ
ソ
コ
ン
教
室
開
催

日
の
午
後
１
時
～
３
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　

中
和
労
働
会
館（
西
町

1・60
）

▽�

費
用　
1
回
1
、０
８
０
円

▽�

申
込
方
法　
平
日
の
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分
の
間
に
電
話

で
左
記
へ
。

〔
電
子
自
治
体
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ク
ラ
ブ

☎
０
７
４
２・
36
・
８
５
２
０
〕

　

瓦
屋
根
の
家
屋
が
多
く
見
ら
れ
、

風
情
が
あ
り
ま
す
ね
。
写
真
の
中

央
に
は
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
も

見
え
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
ど
こ
で
し
ょ
う
。

答
え
は
、
う
し
ろ
の
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。
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Colleen（コリーン）さん
は、派遣学生からの信頼が
厚く、長く友情が続いて
います。Easter Celebrations 2016. 

Good Friday this year fell on the 25th March, it is the first day of the official Easter Weekend, it is a public holiday as is Easter Monday which was 28th March. It has become common for the primary schools to hold an Easter Hat Parade on the Thursday before Easter. Ric and I have grandchildren at two different Lismore schools and luckily their Easter Hat Parades were at different times, Elijah and William's at Lismore Public School were at 12 noon and Isabella and Sebastian's at Lismore Heights Public School was at 2.30 so we were able to attend both. The children usually make their hats at home with the help of their parents but some children prefer to wear the hats provided by their teachers. The whole school participates 
and the children get very excited. The hats range widely with their designs, the 
main theme is eggs, rabbits and chickens. Some are very elaborate and some quite 
simple but all are worn with pride. The parade is held at an assembly and parents and 
grandparents are invited and well represented. Some schools also use the opportunity 
of Easter to make some fundraising money by holding raffles.
　2016年 イースターのお祭り

　今年の復活祭１日目は、３月２５日で週末の楽しい金曜日、復活祭翌日の祝日は、３月２８日となりました。
　小学校では復活祭の前の木曜日に、イースターハットを被ってパレードをします。
　リックと私には孫がいて、それぞれ別々の学校に通っています。運よく復活祭のパレードが違う時間でしたので、正午にリズモー公立学校のエリヤとウィリアムに、午後2時30分にリズモー高等学校のイザベラとセバスチャンに会うことができました。
　たいていの子は、両親に手伝ってもらいながら帽子を作りますが、中には先生の帽子をかぶる方が好きな子もいるようです。　学校の生徒たちは、みんな大喜びで参加しています。　帽子のデザインはさまざまですが、主なテーマは卵やうさぎ、ニワトリで

す。複雑なもの、簡単なもの、色々ありますが、みんな彼らの自信作です。　パレードは全校生徒が集まる時間に行われます。子どもたちの両親と祖父母が招待され、ほとんどの
人が見にきます。
　復活祭のときにチャリティくじを行っている学校もあります。

Nowadays in Lismore
from Colleen

コリーンさんからのお便り　リズモーのこのごろ

　（英文は、原文のとおりです）

▲パレードの様子

▲手作りのイースターハット

▲イースターエッグ

　

授
業
の
中
で
教
科
書
を
補
完
し

て
、動
画・画
像
な
ど
を
使
っ
た
電
子

黒
板
と
タ
ブ
レ
ッ
ト
の｢

コ
ラ
ボ
授
業｣

が
で
き
る
の
で
、子
ど
も
に
も
好
評
で

す
。必
要
に
応
じ
て
プ
リ
ン
ト
を
配
布

す
れ
ば
、授
業
の
幅
も
広
が
り
ま
す
。

○
地
方
に
広
が
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
波

　

光
回
線
が
普
及
す
る
に
つ
れ
、田

舎
に
も｢

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
Ｉ
Ｃ

Ｔ｣

の
波
が
急
速
に
広
が
っ
て
き
ま
し

た
。ま
た
、自
然
豊
か
な
所
に
移
住
す

る
若
い
人
が
増
え
て
き
た
と
言
い
ま

す
。今
後
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
広
が
り
に
よ
り
、こ
れ
ま
で
地
方
で

は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◎
初
心
者
か
ら
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

▽�

と
き　
5
月
11
日・25
日
、6
月
8

日・22
日�

、7
月
6
日・20
日
、8

月
3
日・17
日・24
日（
全
10
回
）い

ず
れ
も
水
曜
日　
午
前
9
時
30
分

～
正
午

▽�

費
用　

1
回
1
、０
８
０
円（
パ
ソ

コ
ン
貸
出
可　
1
回
５
４
０
円
）

※
そ
の
他
に
、教
材
費
1
、０
８
０
円

（
全
10
回
分
）が
必
要

◎
パ
ソ
コ
ン
何
で
も
相
談

▽�

と
き　

右
記
パ
ソ
コ
ン
教
室
開
催

日
の
午
後
１
時
～
３
時
30
分

▽�

と
こ
ろ　

中
和
労
働
会
館（
西
町

1・60
）

▽�

費
用　
1
回
1
、０
８
０
円

▽�

申
込
方
法　
平
日
の
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分
の
間
に
電
話

で
左
記
へ
。

〔
電
子
自
治
体
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ク
ラ
ブ

☎
０
７
４
２・
36
・
８
５
２
０
〕
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イベント情報

※一般発売開始日のホールでの窓口販売は午前9時から、電話予約は午後2時からです。
※友の会会員割引は、前売りのみです。
※都合により、日程、出演者および内容の一部を変更することがあります。ご了承ください。
※前売券が完売の際は、当日券はございません。あらかじめご了承ください。

チケットのお求めは―
■大和高田さざんかホール（休館日：毎週月曜・第4火曜日（その日が休日の場合は、翌日以後の平日））

チケット販売時間 午前9時〜午後5時　☎53―8200
■ローソンチケット　チケット予約　☎0570（084）005

お問い合わせ　☎0570（000）777

人形劇団クラルテ
「ゴリラのパンやさん」「うさぎのおうち」
毎年ご好評いただいている人形劇団クラルテの公演。
今回は「ゴリラのパンやさん」と「うさぎのおうち」を同時上演します。
ぜひご家族そろってご覧ください。

午後２時３０分開場　午後３時開演
小ホール　【全席指定】
一般１，２００円
友の会会員１，０００円
※当日は３００円増
※３歳以上有料。
　３歳未満でもお席の必要な人は有料。

ジョイフル・ピアノ・フェスタ２０１６
午前１０時〜午後4時（予定）
大ホール　【入場無料】

年に一度のピアノのお祭り“ジョイフル・ピアノ・フェスタ”を
今年も開催します！！大ホールに備えられた世界の名器『スタインウェイ・ピアノ』
を皆さんに開放し、リレーコンサート形式で演奏いただくイベントも、今年で１８
周年を迎えます。ピアノソロだけではなく、連弾・他楽器とのアンサンブルも大歓
迎！！クラシック曲だけではなくポップスの曲でもご参加いただけます。スペシャ
ルゲストコーナーには、作曲家・ピアニストとして活躍する村松崇継さんをお迎え
します。
小さなお子さんから大人ま
で楽しんでいただけるこの
イベント。ぜひあなたも夢の
ステージを体験してみませ
んか。皆さんのご応募をお
待ちしております。

さざんかミュージックスポット
村松崇継ピアノ・コンサート
Piano Sings vol.３

これまで５０タイトル以上の映画やＴＶドラマなどの
音楽を担当し、また数多くのアーティストにも楽曲
提供するなど、活躍めざましい村松崇継が、３年ぶ
り、３度めの登場！今回も、ゲストにパーカッション
奏者を迎え、オリジナル曲で盛り上げます。この機
会をぜひお聞き逃しなく！
午後５時開場　午後５時３０分開演
小ホール【全席指定】
一般　３,５００円
高校生以下　２,０００円
※当日は5００円増　※小学生以上入場可　
※託児保育あり（無料・予約制７／８締切）

〈参加費〉参加、入場ともに無料
〈募集人数〉約５０組程度
〈申込締切〉５月２０日㈮　※郵送の場合は必着
〈参加資格〉
　・ピアノが弾ける人（できれば暗譜）
　・曲目は自由（申し込み後の曲目変更は不可）
　・連弾、他の楽器とのアンサンブルも可（ただし、生演奏に限る）
　・１組５分以内（準備・片づけを含む）
〈申込方法〉
さざんかホールにお問い合わせいただき申込書にご記入いただくか、官製はがき
（１枚につき１名、１組有効）に、住所・氏名（ふりがな）複数での演奏の場合
は全員の氏名・年齢（学年）・電話番号と、①楽器名②参加形態（ソロ・連弾・
アンサンブル・歌と共演）③演奏曲目④作曲者名⑤演奏時間⑥ピアノ（楽器）歴
⑦イベントの応募回数・出演回数を書いてお申し込みください。
郵送、FAX、E-mailも可。
さざんかホールホームページ（http://www1.kcn.ne.jp/~sazanka/）でも受け
付けています。
〈申込先〉
　〒６３５－００８２　大和高田市本郷町６－３６
　さざんかホール“ジョイフル・ピアノ・フェスタ２０１６”係
※申し込み多数の場合は、選考となります。あらかじめご了承ください。

あなたの音楽
届けてみませんか？

出演者大募集！！
（５／２０締切）

2016.5

大和高田さざんかホール 5 月の催し物ご案内 ※2016年4月10日現在の内容です。なお、掲載申し込みのあったものを掲載しています。
　休館日のお知らせ:2㈪、9㈪、16㈪、23㈪、24㈫、30㈪、6/6㈪、13㈪

チケット
取扱

ホール
ローソン（Lコード５５070）

チケット
取扱

ホール、セブンチケット
ローソン（Lコード５1５4５）

7.16
土

7.16
土

6.5
日

うさぎのおうちゴリラのパンやさん

日/曜日 催し物名 ホール 開演 入場料 問い合わせ先 電話番号

1日㈰ 第26回 奈良県立香芝高等学校 吹奏楽部 
定期演奏会 大 午後1時30分 無料 奈良県立香芝高等学校　

吹奏楽部　鈴木 ☎0745-76-6772

4日（祝・水）～
5日（祝・木） 高田高校 吹奏楽部　第37回　定期演奏会 大 4日午後5時30分

5日午後1時30分
全席自由席
前売500円
当日600円

奈良県立高田高等学校 
吹奏楽部 ☎0745-22-0123

6日㈮～8日㈰ 第７４回 高田洋画会展覧会 展示 各日午前9時 無料 高田洋画会　中谷 ☎0745-22-5562
8日㈰ 畝傍高校音楽部　第7回定期演奏会 大 午後2時 全席自由300円 奈良県立畝傍高等学校　藤井本 ☎0744-22-5321

14日㈯～15日㈰ 平成２８年度 緑化フェアー 「大和高田合同展」 展示 午前９時 無料 大和高田市都市計画課
公園係

☎0745-22-1101
（内線６１２）

15日㈰ 当麻混声合唱団 創立５０周年記念演奏会 大 午後２時 全席自由1,000円 西川 ☎0745-48-5544
15日㈰ ピアノ発表会 小 午後２時30分 無料 ピアニッシモの会 ☎0745-23-2135
20日㈮～22日㈰ 第３回　彫宝会作品展 展示 各日午前10時 無料 中西 ☎0745-52-1393
22日㈰ 悠選の会 小 午前11時 無料（要整理券） 双見流事務局 ☎0745-52-5895
27日㈮～29日㈰ 書道研究　真弓会展 展示 午前９時３０分 無料 真弓会　代表　宮腰 ☎0745-52-4869

28日㈯ 高田商業高校吹奏楽部　第７回定期演奏会 大 午後２時 無料 大和高田市立高田商業高等学校
吹奏楽部　米田 ☎0745-22-2251

29日㈰ ピアノ・エレクトーン発表会 大 午後０時10分 無料 三木楽器(株)高田センター ☎0745-53-0336

6月1日㈬ 右記の貸館受付開始 ミーティング
ルーム 午前9時

●大ホール・レセプションホール・展示ホール<平成29年6月分>
●小ホール<平成28年12月分>
●リハーサル室・会議室・和室<平成28年9月分>

4日㈯ 第２７回 奈良県管打楽器独奏コンクール 大 午前10時 無料 奈良県高等学校文化連盟吹奏楽部
会事務局（登美ケ丘高校　川北） ☎0742-46-0017

4日㈯～
5日㈰ 第２３回　高田高校　美術部展 展示 ４日　正午　　　

５日午前９時 無料 奈良県立高田高等学校　
美術部 ☎0745-22-0123

5日㈰ 第３３回　高田高等学校音楽部　定期演奏会 大 午後２時 無料 奈良県立高田高等学校　
音楽部　大野 ☎0745-22-0123

※レセ=レセプションホールの略です。 

好評発売中好評発売中

☆ティーパーティーへのおさそい☆
終演後、ゴリラのパンやさんの特製パンとドリンクを
ご用意します。人形劇の登場人物たちとのティーパー
ティーをお楽しみください。
・参加費…ひとり400円
・会　場…３階レセプションホール
※ティーパーティーへの参加受付は、当日、開場時間 
　（14：30）より小ホール入口で行います。（先着50名）

13



こ
こ
　
何
処
？
の
こ
た
え

　「人権を確かめあう日市民集会」で「ドイツ
国際平和村」の現状を聞きました。戦争で傷
ついた子どもたちを世界中から集め、治療し
て母国へ帰す活動をしています。５年前、平和

村へ募金活動をしました。プレゼントはアンゴラから来た子ど
もたちへ。日本人スタッフから「平和村という存在と、そこにいる

子どもたちを忘れないで」というメッセージ。忘れられません。

　最近、暑くなってきました。夏は蚊の発生や熱中症など、マイ
ナスなことも多い反面、イベントも多く、森や川で多種多様な生
物が観察できる楽しい季節なので、待ち遠しいです。

　今年度入庁し、広報を担当することになりました。初めて経験する
ことばかりですが、元気な高田�誇れる高田を胸に、高田市の成長に
貢献できる市役所職員をめざします。

　話して伝える、文で伝える、どちらも簡単なようで、難しいです
ね。自分は話して伝えるほうが好きなので、これからも言葉を
「表」に出して、伝えていきます。
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も
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ず
き
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し
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う
。

大和高田市
市民憲章

　　　　　大和高田市役所
TEL.22-1101　FAX.52-2801

困っていることや心配事など、ご相談ください。
相談は無料で、秘密は守られます。

中央公民館 TEL.22-1315 FAX22-1316
市立土庫公民館 TEL.23-3560
市立菅原公民館 TEL.23-3561
市立陵西公民館 TEL.23-3562
さざんかホール TEL.53-8200 FAX53-8201
図　書　館 TEL.52-3424 FAX52-9415
水道部門 TEL.52-1365 FAX23-3850

総合福祉会館 TEL.23-0789 FAX24-2730
社会福祉協議会 TEL.23-5426 FAX23-2298
クリーンセンター
企画整備課 TEL.52-1600 FAX52-1685
美化推進課 TEL.53-5383
保健センター TEL.23-6661 FAX23-6660
市立病院 TEL.53-2901 FAX53-2908

天満診療所 TEL.52-5357  FAX52-5100
青少年課 TEL.23-1322 FAX23-2344

生涯学習課 TEL.53-6264 FAX53-6364
葛城コミュニティセンター TEL.23-8001 FAX23-8001
総合体育館 TEL.22-8862 FAX22-8863
総合公園 TEL.52-4700 FAX52-4701
さくら荘 TEL.23-4126 FAX23-8535
下水道課 TEL.52-1258 FAX52-1295

高田消防署 TEL.25-0119 FAX22-4565
高田警察署 TEL.22-0110 FAX22-2292
JR 西日本 TEL.0570-00-2486

近鉄大和高田駅 TEL.52-2414
近鉄高田市駅 TEL.53-2531

◆消費生活相談（要予約）   毎週月～金曜日　午前10時～正午、午後1時～ 4時
　　　　　　　　　　　　　消費生活センター（☎ 22-1101）
◆ 人権相談・行政相談　 毎月第4火曜日　午後1時～4時
　※ 6月・1２月のみ第1火曜日　　於：総合福祉会館　広報広聴係（☎ 22-1101）
◆中小企業金融相談・中小企業経営相談　　随時　産業振興課（☎ 22-1101）
◆母子父子相談　月･水･金曜日 午前8時30分～午後5時15分 児童福祉係（☎22-1101）
◆心配ごと相談　第2・4金曜日　午後1時～4時　社会福祉協議会（☎ 23-5426）
◆法律相談（要予約）　毎月第2・3火曜日　午後1時～4時　
　　　　　　　　     社会福祉協議会（☎ 23-5426）
◆司法書士の法律相談（要予約）　 毎週月曜日　午後1時～4時 

社会福祉協議会（☎ 23-5426）
◆生活相談　毎月水曜日（第 1 水曜日を除く）　午後1時～4時　

　　　※事前に問い合わせてください。社会福祉協議会（☎ 23-5426）
◆健康相談・栄養相談（要予約）　 毎月1回、所定の日　
　　　　　　　　　　　午前9時～10時　保健センター（☎ 23-6661）
◆子育てホットライン・健康ホットライン　毎日　午前9時～正午、午後1時

　　～4 時30分（土・日・祝日・年末年始を除く）保健センター（☎ 23-6661）
◆教育ガイダンス　毎週月～金曜日  午前10時～午後5時  青少年センター（☎ 23-1322）
◆家庭児童相談　毎週月～金曜日　午前8時30分～午後5時15分　家庭児童相談室（☎ 23-1195）
◆女性相談（要予約）　 第1火曜日・第3金曜日　午前9時15分～午後0時5分 

 第2土曜日　午後1時～3時50分　人権施策課（☎22-1101） 
前月号で5月は、第1火曜日が祝日のため10日㈫と案内し
ていましたが、11日㈬に変更となっています。

◆住まいづくり相談　第3水曜日　午後1時～4時10分
　　　　　 （第1水曜～第2水曜の間に予約：定員4名）　建築住宅課（☎ 22-1101）

◆税理士による税務相談　2月・3月を除く毎月第3金曜日　午後1時～ 4時
　　　　　　　　　　於：総合福祉会館　近畿税理士会葛城支部（☎22-5288）
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